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「医療用医薬品の流通改善に向けて流通関係者が遵守すべき
ガイドライン」に関する質疑応答集(Q&A)について（その2)

医療用医薬品の流通改善については、 平成30年1月23日付けで「医
療用医薬品の流通改善に向けて流通関係者が遵守すべきガイドライン」
（以下「流通改善ガイドライン」という。）を発出し、 平成30年4月1
日から適用しているところです。

今般、 卸売業者と保険医療機関・保険薬局との間における価格交渉に
おいて見受けられる不適切な事例について流通改善ガイドライン上の問
題点を整理し、 流通改善ガイドラインに則した価格交渉、 早期妥結の推
進に資するよう、 別添のとおり質疑応答集(Q&A)を作成しましたの
で、 貴団体会員等に対し周知をお願いいたします。
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（別添）

Q1 ：価格交渉において、単品単価による交渉を行わず、全品一律値引きや

同一カテゴリー製品の一律値引きを求めることは、流通改善ガイドラ

イン上問題がありますか。

A1 ：総価交渉により個々の医薬品の単価を同一の割合で値引きする一律値

引きは、個々の医薬品の価値を反映した銘柄別の薬価収載を行う現行

の薬価制度の趣旨にそぐわない取引であり、価格交渉の段階から個々

の医薬品の価値を踏まえて交渉を進めることが必要です。
｛流通改善ガイドライン第 1の3 ( 1 ）】

Q2：価格交渉において、前年度の総値引率等をベースに総価交渉を求める

ことは、流通改善ガイドライン上問題がありますか。

A2：ガイドラインに記載のとおり、原則として全ての品目について単品単

価契約とすることが望ましく、少なくとも前年度より単品単価契約の

割合を高める必要があります。
取引全体の値引率を重視し、単に前年度の値引率水準での総価交渉を

求め、震薬品の価｛直や流通コストを踏まえた交渉に応じない行為は、

個々の医薬品の価値を反映した銘柄別の薬価収載を行う現行の薬価制

度とは相容れない行為であり、ガイドラインではこのような値引き交

渉を慎むよう求めています。
【流通改善ガイドライン第 1の3 ( 1 ）、（3）】

Q 3：価格交渉において、例えば、グループ病院の各施設や調剤チェーンの

各店舗によって取引品目等が異なる取引で同一の総値引率を求める

ことは、流通改善ガイドライン上問題がありますか。

A3：例えば、グループ病院の各施設や調剤チェーンの各面舗が、取引品目

等の相違を無視して同一の総値引率を要求し、医薬品の価値や流通コ

ストを踏まえた交渉に応じない行為は、個々の医薬品の価値を反映し

た銘柄別の薬価収載を行う現行の薬価制度とは相容れない行為であ

り、ガイドラインではこのような値引き交渉を慎むよう求めていま

す。

【流通改善ガイドライン第 1の3 ( 3)] 

［一一一一一一］絡ください。 ｜ 

https://form.qooker. jp/Q/auto/ja/drugryutsukaizen/main/ I 
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